
 

 

会議概要 

会 議 名 令和６年度 第２回 足立区ひきこもり支援協議会 

事 務 局 福祉部 福祉まるごと相談課 

開催年月日 令和６年９月２５日（水） 

開 催 時 間 午後６時３０分 ～ ８時１５分 

開 催 場 所 本庁舎中央館８階 特別会議室 

出 席 者 別紙のとおり 

欠 席 者 別紙のとおり 

会 議 次 第 １ 開 会 

２ 議事事項 

（１）協議会委員及び支援検討部会員について 

（２）足立区のひきこもり支援の基本的な考え方について 

（３）優先的に取り組む支援メニュー及び具体策について 

（４）ひきこもり支援リーフレットの構成について 

３ 報告事項 

（１）あだち広報１１月１０日号 ひきこもり支援特集記事について 

（２）足立ひきこもり家族会主催 特別講演会について 

（３）区主催のひきこもり支援セミナーについて 

４ 意見交換 

５ 今後のスケジュール・事務連絡 

６ 閉 会 

資 料 

会議資料冊子（１３ページ） 

参考資料１：ひきこもり支援リーフレットイメージ案 

参考資料２：あだち広報１１月１０日号構成イメージ 

参考資料３：足立ひきこもり家族会-足立区長インタビュー形式対談要旨 

そ の 他 

公開状況：公開 

傍聴：０人 
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（会議経過） 

１ 開会 

〇事務局（大北福祉まるごと相談課長） 

みなさんこんばんは。私は本日の司会を

務めさせていただきます、本年４月から、

福祉まるごと相談課長に着任いたしました

大北と申します。よろしくお願いします。

本協議会は公開としており、会議内容を記

録するために録音させていただいておりま

す。また、記録のために写真を撮らせてい

ただきますので、ご了承ください。 

今年度１回目の協議会は、６月に書面開

催として、支援検討部会の設置等について

皆様にお諮りさせていただきました。その

節はご回答ありがとうございました。了承

いただきました支援検討部会も、７月にス

タートして動き始めております。 

本日の協議会は、概ね１時間半、８時の

終了を予定しておりまして、途中休憩を挟

まずに進行いたします。水分補給は適宜各

自でお願いいたします。 

それでは、時間も限られておりますの

で、早速次第に沿って進めてまいりたいと

思います。それでは、次第の１、開会にあ

たりまして、本協議会の会長、藤後会長よ

りご挨拶をいただければと思います。藤後

会長、よろしくお願いいたします。 

 

〇藤後会長 

はい、藤後です。本日はよろしくお願い

いたします。気づけば、前回皆様とお会い

しましたのは、もう昨年の１２月ですね。

９か月も経ってしまいました。ですが、こ

のような形で皆様方と直接お会いして連携

できるというのは、すごく貴重な機会で

す。先ほど、「福祉まるごと相談課」にし

たことで、新規の相談件数が３～４倍にな

ったというふうに伺いました。それくら

い、やはりお互いに連携しあうということ

が大切だと実感しております。 

このひきこもりという問題に関しまして

は、ＳＤＧｓでも言われております「誰ひ

とり取り残さない」という原則であった

り、「ダイバーシティを大切にする社会に

する」というところと強く結びついていき

ますので、ぜひ今日もいい機会にしていき

たいと思います。皆様ご協力の程よろしく

お願いいたします。 

 

〇事務局（大北福祉まるごと相談課長） 

藤後会長、ありがとうございました。本

日の資料につきましては、席上に配布させ

ていただいております、「次第」から始ま

るホチキス２点止めの資料が一つと、参考

資料といたしまして、参考資料１・２・３

の４点で、お話を進められればと思ってお

ります。席上に配布のものが最新のものに

なりますので、そちらをご参照ください。

協議会でご発言いただく際は、お手元のマ

イクのボタンを押していただき、赤いラン

プが点灯しましたらご発言をお願いしま

す。会議の記録の関係上、発言の最初に、

ご所属とお名前を仰ってください。ご発言

が終わりましたら、マイクのボタンをオフ

にしていただきますようお願いします。 

また、私ども事務局の横に、ホワイトボ

ードを設置しております。私たちの記録の

意味も込めて、皆様から出たワードですと

か、大切な言葉、そういったところを職員

がメモをしてまいります。後ほど会議録と

してまとめますけれども、終わった後に写

真を撮っていただいたり、適宜ご活用いた

だければと思います。職員が動きながら、

書きながら会議を進めますので、よろしく

お願いします。 

それでは、ここからの協議会の進行は、

様式第２号（第３条関係） 



2 

 

藤後会長にお願いいたします。 

 

２ 議事事項 

〇藤後会長 

では順次、次第に従って進めさせていた

だきます。 

それでは、次第の「２ 議事事項（１）

協議会委員及び支援検討部会員について」

を、事務局より説明をお願いします。 

 

〇事務局（大北福祉まるごと相談課長） 

それでは、事務局からご説明いたしま

す。次第から始まる資料の１ページをお願

いいたします。本日９月２５日現在の、足

立区ひきこもり支援協議会、及び新たに設

置しました支援検討部会の名簿を掲載させ

ていただいております。 

今回、２回目の協議会ではございます

が、１回目が６月の書面開催でございまし

たので、改めて令和６年４月以降に変更が

ございました委員の皆様につきまして、二

重線の下線でお示しさせていただいており

ます。今回は時間の都合上、お一人ずつの

紹介は控えさせていただきますが、１ペー

ジの名簿でお名前等ご確認いただければと

思います。 

また、本日は、名簿ナンバーの２番・徳

丸委員、５番・氏家委員、１１番・山川委

員、足立区執行機関の２１番・馬場委員

が、本日は欠席となっております。事務局

からは以上です。 

 

〇藤後会長 

ありがとうございました。以降、本協議

会及び部会は、お示しの名簿の委員で開催

してまいりますので、皆様よろしくお願い

します。 

続きまして、「２ 議事事項（２）足立

区のひきこもり支援の基本的な考え方につ

いて」です。こちらは昨年度の協議会で案

が示され、皆様からいただいたご意見をも

とに修正・追記したものになります。それ

では、事務局から説明をお願いします。 

 

〇事務局（大北福祉まるごと相談課長） 

それでは、次第から始まる資料の２ペー

ジ・３ページをお願いいたします。昨年１

２月の第１回目協議会で、足立区としてひ

きこもり支援をどのように進めていくか、

その基本的な考え方の案をお示しさせてい

ただきました。そちらが、２ページの四角

で囲わせていただいた表の左側、「Ｒ５．

１２」となっているものが昨年度の案で

す。その後、６月に立ち上げさせていただ

いて、７月の第１回目の支援検討部会等で

議論しまして、昨年の協議会で出た意見な

ども踏まえて、今回、表の「事務局修正案

（Ｒ６．９）」として、お示しさせていた

だきました。 

具体的には、１番のところで、波線と太

字の部分が今回新たに追記・修正した部分

になります。これまでは、「ひきこもり本

人やその家族の尊厳と自己肯定感の回復を

主要な目的として実施します」としていま

したが、そこに更に「必ずしも就労や自立

を目指すものではありません」と追記しま

した。家族会のご意見を踏まえまして、最

初から「ひきこもりの支援イコール就労」

ですとか、「自立を目指しましょう」とい

うものをいきなり掲げてしまうと、過去の

経験や苦い思い出であったり、相談に来た

方も「就労を目指さなければいけないん

だ」となって一歩が踏み出せなかったり、

そこで支援が途絶えてしまう、というご意

見をいただき、「必ずしも目指すものでは

ない」というところで追記させていただき
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ました。 

ただ、もしご家族の考えや、ご本人のタ

イミングや機会が合えば、もちろんその際

には就労を否定するものではありません

し、自立を否定するものでもありません。

「必ずしも目指すものではない」というと

ころで、足立区の一番最初に掲げさせてい

ただいているものです。 

また、ご本人やそのご家族両方が、明日

をより良くしようとするところの、生きる

意欲を回復させることを主たる目的として

実施するというところで、１番に掲げさせ

ていただいております。 

２番につきましては、本人とその家族

「を対象」とし、という文言整理のみで

す。 

３番につきましては、地域に誰も取り残

さない支援体制を構築します、という考え

方ですけれども、当初の案で多機関の

「多」を「他」という字で「他機関」とし

ておりました。これを、「他→他人事」と

いうことではなく、自分事として多くの機

関が絡んでいくという意味も込めて、「多

職種の関係機関」という意味で「多機関」

に修正させていただきました。また、「支

援体制を整えます」という文言も、３ペー

ジに東京都の考え方を記していますが、

「地域におけるネットワークの構築」とい

う文言もありましたので、「構築します」

という文言に整理をさせていただきまし

た。 

最後の４番につきましては、当初の案に

は無かったものです。足立区として、ひき

こもりへの偏見ですとか、固定観念がまだ

まだ区民や、区職員にとってもあるかもし

れない。こういったところをまずは無くし

ていきたい。理解の輪を足立区に広げてい

くことで、ひきこもりご本人やご家族が安

心して、ひきこもりは相談していいことな

んだ、というところで支援につながってい

けるように、普及啓発に足立区が取り組む

という姿勢を示しているものになります。 

こちら４点を、今後足立区がひきこもり

支援を進めていく上での、職員もそうです

し庁外に発信していく際の、ひきこもりの

基本的な考え方として謳っていければと思

っております。この案を、この後皆様から

ご意見をいただいて、「基本的考え方」と

して本日固めていければと考えておりま

す。 

３ページに、東京都が掲げている「ひき

こもり支援の基本的な考え方」の３つの視

点を示させていただいております。社会へ

のメッセージですとか、ご本人の尊厳、一

人ひとりの尊厳を守る、地域におけるネッ

トワークの構築、ご本人の多様性に寄り添

うなど、言葉は違いますがそういったエッ

センスは足立区の中でも取り入れながら、

今回この事務局修正案としてお示しさせて

いただきました。ご意見いただければ幸い

です。事務局からは以上です。 

 

〇藤後会長 

ありがとうございました。それでは、議

事事項（２）について、委員の皆様からご

意見を頂戴できればと思います。ご意見の

ある方は挙手をお願いします。 

 

〇上田委員 

足立ひきこもり家族会の外部顧問として

参加させていただいております上田と申し

ます。よろしくお願いします。 

先ほど藤後先生からも、「まるごと相

談」になって新規の相談件数が３倍～４倍

に増えたとありましたが、本当に画期的な

ことだと思います。なぜなら、「基本的な
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考え方」４番にありますとおり、ひきこも

りへの偏見、いまだにひきこもりは相談し

てもいいのか、逆に相談してもなぜ子ども

がひきこもるようになったのか、聞かれる

だけでも家族は「私の育て方が悪かったの

ではないか？」と考えてしまいます。ここ

に、ひきこもりへの固定観念をどう無くし

ていくのか、ということが問われていると

思っております。 

そのために今日、この後のあだち広報の

議題にもありますけれども、どうやって偏

見や固定観念を無くしていくか、家族会で

も２０年以上、永遠のテーマとして扱って

います。その中に、「まるごと相談」とい

う名前が、「何でもいいんだ」、いきなり

ひきこもりを出さなくても、生活のちょっ

とした困りごとから、例えば今「８０５０

問題」なんかもありますけれども、ちょっ

とした介護の話が切り口になって「実は…

ひきこもりのことで…。」という相談につ

ながったりするのかなと。 

 今、調査結果がこの後出てくるかもしれ

ませんが、問題は一つではほとんどありま

せん。自殺もそうですが大体４つから５つ

の問題が複合化して、相談に訪れていると

いいます。ひきこもりも、それだけ色々な

問題を抱えているということで、今回福祉

まるごと相談課になったのは本当に大きな

ことだと思っております。 

そのうえで、「偏見や固定観念を無くし

て家族が安心して相談や支援につながるよ

う」というところで、年齢も取り払って、

そして今後どのような広報をしていくの

か、というところが重要になっていくと思

っています。 

本日欠席の、足立ひきこもり家族会代表

の氏家委員からもメッセージを受け取って

おりますので、最後にお伝えいたします。

体調不良で今日この場にはおりませんけれ

ども、４人いるお子さんが、一人ひとり家

族として動き始めているということを、家

族会のグループＬＩＮＥでもいただいて、

やはり家族はみんな世帯で一人ひとりつな

がっているんですね。なので、その家族の

誰でもが相談できる。親でなくても、きょ

うだいでも相談できる。親戚であっても誰

でも相談できる窓口であってほしいと願っ

ております。最近は本当に、きょうだい家

族からの相談も増えておりますが、きょう

だいでひきこもっている方を支えよう、と

いうふうに変わってきたという嬉しい報告

を今朝いただいたので、お伝えさせていた

だきます。ありがとうございました。 

 

〇藤後会長 

貴重なご意見、ありがとうございまし

た。「誰でも」というところは大切ですよ

ね。他に、いかがでしょうか。ご感想であ

ったり、ご意見をいただければと思いま

す。 

 

〇深谷委員 

今回の会議から参加させていただきます、Ｋ

ＨＪ全国ひきこもり家族会連合会本部事務局

でソーシャルワーカーを務めさせていただい

ております深谷と申します。よろしくお願いい

たします。 

基本的な考え方の事務局修正案につきまし

て、一つご意見をさせていただければと思いま

す。１番のところに波線で「本人と家族の生き

る意欲を回復させること主たる目的として～」

という文言があります。実はひきこもり本人の

方々は、「させる」「させられる」という言葉

に非常に敏感で、どうしても「させる」「させ

られる」ということに主従関係やパターナリズ

ムを感じてしまう方が非常に多いです。 
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文言をご本人たちも結構デリケートに見る

所があって、ご本人たちが今回の文言を見たと

きに、「ああ、支援されるんだ」「自分たちは

支援の対象なんだ」と、この言葉に傷ついてし

まう可能性があると、私は懸念事項として浮か

んでおります。 

私も実際に家族会のソーシャルワーカーと

していろいろな支援に行きますけれども、支援

が上手くいかないときというのは、大抵私の方

で何か「させよう、させよう」としていると後

で気づくこともあります。やはり人から「○○

させられる、強いられる」ことに非常に傷付い

た体験を持っている方が多いので、文言だけの

問題ではあるのですが、「させる、させられる」

という文言はなるべく公式な文章では使わな

い方がよろしいのではないかと思います。 

私からは、「本人と家族の生きる意欲が回復

に至るよう支えることを～」というような、少

し文言を変えたものを対案としてお出しした

いと思います。「させる、させられない」では

なく、共に、困りごとがあったら支える人がい

るんだ、いつでも相談してもいいんだ、という

ニュアンスが伝わるような文言を検討してい

ただければと思います。 

 

〇藤後会長 

ありがとうございます。本当に貴重なご意見

だと思います。主体はどちらか、ということで

すね。本人たちが主体、というところを大切に

していきたいと思います。事務局としていかが

ですか。 

 

〇事務局（大北福祉まるごと相談課長） 

ありがとうございます。この４つの考え方を

検討する際にも、足立区がどういう姿勢か、足

立区が何を行うかというところで、私たちも文

言には非常に悩んできたところです。 

４番のひきこもりの固定観念をなくすとい

うところもそうでしたが、「無くなるよう」と

か自然に待っていて固定観念が無くなるもの

ではなく、足立区がむしろ取り組むからこそ固

定観念が無くなり、生きる意欲が回復する。「足

立区が取り組む」という視点から、「回復させ

る」という文言を使ったというところもありま

す。東京都の方でも「浸透させる」といった文

言を使っているというのもあって、一旦この文

言を置かせていただいたところではあります

けれども、回復に至るよう支援していくという

姿勢は変わらないと思いますので、この場で大

意は変わらない、という言い方は失礼かもしれ

ませんが、少しでも引っ掛かりを無くすという

ことであれば、「生きる意欲の回復に至るよう」

といったような、本日いただいたご意見を踏ま

えて少し直させていただき、会議録を送る際に、

こちらの文言でいきますというふうにお示し

できればと思います。ありがとうございます。 

 

〇藤後会長 

ありがとうございます。では、そのように出

来たらと思います。他にいかがでしょうか。 

 

〇定野委員 

ひとつよろしいでしょうか。もし１番を修正

するのであれば、「～目的として実施します。」

で文章を一度切ってしまってはいかがですか。

なぜこう言うかというと、２・３・４番は、「～

します。」となっているのに対し、１番だけ「～

ではありません」という後ろ向きな表現になっ

てしまっているので、「～回復することを主た

る目的とします。」で、「必ずしも～」と続け

ても問題はないかと思います。 

 

〇藤後会長 

ありがとうございます。こちらについても、

事務局の方でご検討いただければと思います。

では、時間も限られていますので、次の議題に
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移らせていただきたいと思います。続きまして、

「議題（３）優先的に取り組む支援メニュー及

び具体策について」ご審議させていただきたい

と思います。事務局から説明をお願いします。 

 

〇事務局（大北福祉まるごと相談課長） 

皆様ご意見ありがとうございました。今

回のメインという訳ではないですけれど

も、一番お時間かけてご意見をいただきた

いところでございます。次第から始まる資

料の４ページ・５ページをご覧ください。 

優先的に取り組む支援メニュー及び具体

策というところで、現行のメニューとし

て、足立区が行っているひきこもりの支援

メニューで、何を行っていて、何が未実施

か、可能性の部分も含めてお示ししました

のが、４・５ページの見開きになります。

４ページの居場所支援、相談支援、５ペー

ジの情報発信も含めてですが、表の〇がつ

いているところが実施しているもの、△が

一部実施できているもの、×が未実施・未

整備というところで、ここが一番今後の可

能性含めて検討が必要であり、ご意見をい

ただきたいと思っている部分です。 

一つずつご説明します。４ページの「相

談支援」というところが、今日もご出席い

ただいておりますけれども、セーフティネ

ットあだちというひきこもり支援事業とし

て、委託事業者を入れて運営しておりま

す。セーフティネットあだち、及び私ども

福祉まるごと相談課での相談をベースとし

た支援、それが「相談支援」として承って

おります。セーフティネットあだちの電話

番号やメールアドレスも公開しております

ので、直接そちらへご連絡いただくご家族

もいれば、先ほど上田委員からもお話があ

りましたように、まずは福祉まるごと相談

課で相談をお受けする中で、ひきこもりの

ご家族であったりそういう話題が出た際

に、セーフティネットあだちにお繋ぎする

などしております。 

表の、上から「来所相談」「電話相談」

については、ひきこもりご本人の発信もそ

うですし、ご家族からの相談も承っていま

す。「メール相談」につきましては、ホー

ムページでも公開しておりますが現状はそ

れほど多くありません。同じ資料の１２・

１３ページの見開きの部分に、参考としま

して、今年４月からのセーフティネットあ

だちの件数を、表で載せさせていただいて

おります。１番の延べ件数の表の「メー

ル」というところを累計で見ていただく

と、メールの件数はまだまだ少なく、電話

や来所での相談が多くなっています。相談

の延べ件数としては、この４月から８月ま

でで計１５３件となっております。 

 ページ戻りまして４・５ページです。現

在セーフティネットあだちは、福祉まるご

と相談課も入っている区役所の別館１階の

会議室を暫定的に利用して運営しておりま

す。この関係もあり、オンラインのご要望

もあった際は、福祉まるごと相談課でのみ

受けているという状態です。窓口に行くの

がどうしても難しいですとか、家に来てお

話を聴いてほしいなどの要望があった場合

は、福祉まるごと相談課もセーフティネッ

トあだちも、アウトリーチとしてご訪問し

て相談を承っています。 

その他関連といたしまして、本日内野委

員もいらっしゃっておりますが、あだち若

者サポートテラスＳＯＤＡとして、概ね１

５歳から２５歳までの方々を対象とした、

困りごと何でも相談という形で実施してお

ります。その中でも、ひきこもりについて

もご相談を受け止められる、というところ

で、今相談支援として実施しております。 
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次に、居場所支援です。こちらは、居場

所事業に登録していただいた方が、家以外

で過ごせる場所としてご活用いただいてい

るもので、本人のみのご利用となります。

現状では１７名の方のご登録があります。

１３ページに居場所利用の数字を載せてお

りますので、後ほどご覧ください。セーフ

ティネットあだちでは今部屋が一つですけ

れども、相談がない時間帯に、事前予約を

していただき、部屋の中を工夫しながら運

用していただいています。 

オンラインの居場所支援は、現在やって

おりません。他の自治体では、オンライ

ン、メタバースで実施している所もありま

す。今は部屋の関係上事前の予約が必要で

すが、例えば予約なしで、「今日行こう」

と思い立った際にふらっと来られる居場所

ですとか、後ほどお話しますが、年齢別、

例えば「今日は３０代以下の方で集まって

みましょう」「今日は４０代以上の方で集

まってみましょう」ですとか、あとは性別

の限定ということで、確か今月、女子会の

居場所イベントをセーフティネットあだち

で実施したと伺っております。 

 

〇松森委員 

昨日（令和６年９月２４日）実施しました。 

 

〇事務局（大北福祉まるごと相談課長） 

今、居場所の利用としては男性の利用が

多いですが、「今日は女性の会にしてみよ

う」とか、そういった声もありまして、性

別限定居場所について資料では「未実施」

としましたが、昨日初めて実施したところ

です。このあたりについても、部屋の制限

がありますけれども、まだまだ拡充含めて

考えていきたいところです。 

屋内の居場所イベントは、今は会議室で

のイベントとして月１回、今年は６月から

ボードゲーム大会などを開催していただき

ました。１３ページ下に記載があります

が、６月ボードゲームで５名、７月はボー

ドゲームで７名、８月は「縁日」というこ

とで工夫していただいて、これまでで一番

多い９名、９名／１７名というというとこ

ろでご参加いただいております。 

居場所の利用としては、１３ページ真ん

中にある通り、やはり３０代までの方の利

用が多くなっています。４０代５０代の方

もいらっしゃいますが、３０代以下の方の

ほうが、ご本人が来て、家以外の居場所と

して、スタッフなど家族以外の方とお話し

して過ごしていただいている状況です。ま

だまだ、今の居場所のやり方・内容含め充

実できる、拡充できる部分があると我々も

感じている所です。 

５ページの部分です。情報発信・普及啓

発といたしまして、ホームページ、チラ

シ、そういったものもありますけれども、

現状、リーフレットというものが足立区に

はありません。セーフティネットあだちの

利用に関するリーフレットはありますが、

先ほどの基本的な考え方の、区民の方に

も、ご本人や家族の方にも広めていくよう

な、ひきこもりに関する啓発のリーフレッ

トは、現状足立区にはありません。 

あわせて、相談先の明確化、ではないで

すけれども、ひきこもり地域支援センター

ということで、福祉まるごと相談課に名称

が変わり、実はひきこもり支援担当係長と

いうポストもこの４月から置きましたが、

中々区民の方には、担当係長を一人置いた

としても、相談というのはなかなか見えづ

らかったりします。福祉まるごと相談課

が、足立区のひきこもり地域支援センター

ですと明確にうたっていく必要があるので
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はないかというのを考えている所です。現

在はできていないので、×にさせていただ

きました。 

その他、広域連携・外出支援について

も、東京都のサポートガイドラインで示さ

れている考え方ですが、住んでいる足立区

では知り合いがいるかもしれないため、足

立区の行政機関には行きづらい、という方

もいるかもしれないので、そういった際に

は、広域的な視点・連携も踏まえてやって

いくのが望ましいというところで、東京都

のひきこもりサポートネットと連携してサ

ポートしている方も今いらっしゃいます。 

その他、これも東京都で示されているこ

とで足立区ではできていないですが、外出

支援として、まずはご本人との信頼関係が

絶対条件だと思いますが、もし本人がどこ

かに出かけたい、買い物に行きたいという

ときに、ご家族による支援が難しい場合

は、スタッフが本人を連れて一緒に行くと

いうのも、外出の支援ということでできる

可能性があるというところで考えておりま

す。居場所事業に登録している方で始める

とか、そんなところも検討が必要かと思っ

ております。 

あと、社会参画の支援ということでこち

らは△にしております。もしご本人が就労

ですとか就学、もしくは地域のボランティ

アというところに参画をしてみたい、やっ

てみたい、前向きに考えたいとなった際

に、福祉まるごと相談課がコーディネータ

ーになりつつ、当課で委託しているジョブ

サポートあだちという、お仕事を始めるの

に不安だという方に、日常生活やコミュニ

ケーション能力のステップアップを重視し

た支援であったり、ハローワークに同行し

たり、社会福祉協議会から情報をいただい

たりして、例えばこの地域ではこういった

ボランティアがありますよといった、そう

いったところから、より本人のタイミング

に合わせて切れ目なく支援ができる、その

方が地域で暮らしていくための新しいつな

がりを作っていけるかなというところで、

まだ現状そこまではできていませんが、そ

の可能性も込めて△としております。 

現状を見える化したうえで、ぜひ「この

部分についてはこういったこともできる」

ですとか、「この分野ではこういったこと

もやっている」とか、なかなかひきこもり

施策だけをやっている部署というのは庁内

にはないですが、様々な分野からご意見な

ど頂ければ嬉しく思います。事務局からは

以上です。 

 

〇藤後会長 

ありがとうございます。ここで少しまと

めさせていただきます。先ほどの２ページ

の基本的な考え方については一旦確定とさ

せていただきます。この考え方に基づい

て、４・５ページで、現状で行われている

支援を見える化しています。その中で、過

不足や、こういうアイデアがあるよ、とい

うものがあれば、お伝えいただきたい、と

いうのが一つ。それと、６・７ページに関

しましても、あわせて優先順位について議

論いただくという理解でよろしいですか。 

 

〇事務局（大北福祉まるごと相談課長） 

はい。６・７ページにある内容については、

４・５ページにも内容的に全て含まれておりま

すので、そのまま議論いただければと思います。 

 

〇藤後会長 

わかりました。４・５ページで、現状及び不

足の部分は書いてくださっています。同時に、

６・７ページで優先的に取り組むべきものとし
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て、現状と方向性、具体策についてわかりやす

い形で落とし込んでくださっていますので、

４・５ページ、６・７ページを参考にしていた

だきながら、今後何ができるのか、具体策等あ

りましたら、お教えいただきたいと思います。

こちらに関しましてはしっかりと議論してい

きたいと思いますので、２０分程度お時間を取

らせていただきます。では、何かご意見がある

方は、挙手をお願いします。 

 

〇上田委員 

先ほどの基本的な考え方に戻ってしまって

恐縮ですが、ここが根幹になると思うのでもう

一度確認させてください。基本的考え方の２番

「足立区のひきこもり支援は、全世代のひきこ

もり本人とその家族を対象とし」まではいいの

ですが、「積極的に信頼関係を築き、保つこと

に注力します」と書かれています。私はここに、

現在のセーフティネットあだちの方が、どのよ

うに関わっていらっしゃるのか、質問も含めて

なんですけれどもお聞きします。 

私は東京都でもひきこもりに係る支援協議

会の委員を務めておりますが、「支援」という

言葉が、ご本人やご家族にとって、今の現状や

心情を理解してもらう前に、何か介入されてし

まうのではないか、何か現状を「改善＝今の現

状は良くないものだから、もっとこうしていっ

たらいい」という、非常に積極的な介入のイメ

ージを持つことが、支援離れや支援途絶につな

がっているのを長年感じております。これは実

は相談も同じなんですね。「相談」と書かれて

いても、どれだけ自らが訪れているか、これは

この後の相談の文言にも関わってきますが、そ

もそも足立区のひきこもり支援は、「積極的に

信頼関係を築く」ということをどのように考え

ているか、そしてそれを「保つ」ということを

どのように考えているのか、確認させてくださ

い。 

 

〇藤後会長 

ありがとうございます。こちらに関しまし

ては、事務局でご説明いただいてよろしいで

すか。 

 

〇事務局（大北福祉まるごと相談課長） 

事務局です。ひきこもり施策に限ったこ

とではないのですが、福祉まるごと相談課

では、くらしに関して複雑化した困りごと

を、「こんなことを相談していいのか」と

いう方もいれば、「色んなことを聴いてく

ださい、ここは聴いてくれるんですよ

ね？」という方もいらっしゃいます。ただ

し、初めてお会いした方が全てをお話しし

てくれる訳でもなければ、時間をかけてい

く中でポツリポツリと話していただける方

もいるので、まずは区役所に来て、相談窓

口で「この人だったら話してもいい」「こ

の人にはお話ししたい」といった意味での

信頼関係という言葉を使わせていただいて

います。 

また、１回信頼関係が築けたからといっ

て、その関係がずっと続いていくわけでは

ないと思っていますので、やはり先ほど

の、言葉一つで「ああ、区役所って結局こ

ういう風に考えているのか」となったりも

しますので、作った関係は定期的な相談な

いし連絡を取りながら保っていきたい、保

つべきだという思いがあって、こういった

言葉にさせていただきました。 

 

〇上田委員 

今のお話を伺えて安心しました。「今のまま

の自分でも、相談に行っていいんだ」「この人

になら何を話しても大丈夫」というところから

信頼関係を築いていくということがうかがえ

て安心したのと、それが相談支援、居場所支援
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全てに通底しているということであれば、本人

や家族がまず一歩踏み出しやすいものになっ

ていくと思いました。 

 

〇藤後会長 

ありがとうございます。方向性やどういう

価値観で、といったところの確認は大切だと

思いますし、「今のままの自分でいいんだ」

というのをメッセージか何かの形で織り込ん

でいけたらと思います。相談だったり支援と

いうのは専門用語として使わざるを得ないと

きもあると思うので、使ったとしても、先ほ

どのメッセージ「今のままの自分でもいいん

だ」というのを織り込みながら使っていただ

ければいいと思います。 

 

〇上田委員 

そうですね。「ひきこもりから脱しなければ

いけない」というメッセージは、排していただ

きたい。「今のあなたが懸命に生きようとして

いる」ということ、「こんな自分でも生きてい

ていいんだろうか」と思いながらも生きる場所

が大切です。あとは、先ほどの女子会もそうで

すが、性自認の方も含まれるのかどうか。やは

り多様性も大事ですので、男性・女性を区切る

ところの狭間の方もいらっしゃるということ

も是非知っていただきたいと思います。 

 

〇藤後会長 

ありがとうございます。いずれも貴重なご意

見ですね。他にいかがでしょうか。 

 

〇石川委員 

民生委員をしております、第七合同会長の石

川と申します。よろしくお願いします。前回参

加させていただいて、先ほどからも繰り返しあ

るように、私たちの理解がいかにずれているか、

本当にガツンときました。民生委員の立場は傾

聴が基本であると思っています。そこで私たち

の理解がずれていたら、傾聴がどこにもつなげ

られないことになる。上田さんに講師として出

ていただき、民生委員の小さい部会から、「ひ

きこもり」の概念を修正していくような活動に

していきたいと考えています。 

基本的な考え方２番の「積極的に信頼関係を

築く」、民生委員がまさにここにつながってい

けば、先ほど説明にあった「ふらっと行ける居

場所」につながり、すごく開けていくのではな

いかなと思います。本当に民生委員が近所の身

近な存在として信頼関係が出来たら、もっとい

ろんな意味で開けていくのではないかな、と感

じました。以上です。 

 

〇藤後会長 

ありがとうございました。地域における民

生委員の役割は本当に大きいと思います。他

にいかがでしょうか。 

 

〇長谷川副会長 

副区長の長谷川です。今、タブレットで

「足立区 ひきこもり」、「江戸川区 ひ

きこもり」で検索してみました。「足立区 

ひきこもり」で検索すると、「ひきこもり

への支援と理解」のページが検索のトップ

に出てくる。「江戸川区 ひきこもり」で

検索すると、「ひきこもりの相談」のペー

ジがトップに出てくる。足立区のホームペ

ージ「ひきこもりへの支援と理解」のペー

ジは、相談の説明がページのずっと下にい

くとようやく出てきて、ちょっとわかりに

くいな、と。 

先ほどの相談支援の説明でメタバースの

話がありましたが、最近子どもの居場所を

運営する民間事業者のところに行ったら、

最近は民間でも子育て関係でもＬＩＮＥに

よる相談をやっていて、２４時間やってい
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ると思ったら「受付は８時半から５時まで

です」とあり、「そういうやり方もあるん

だ」と知りました。その間だけは受付けま

すけど、対応は翌日ですね、って話です。

ＬＩＮＥを使った相談を民間でもやってい

るので、行政として、ひきこもりの家族や

本人の相談に、ＬＩＮＥとかメタバースみ

たいなやり方というのは、他でもやってい

る所はありますが、どうなのかなというの

を、皆さんご経験ある方がいれば、意見を

お聞きしたい。 

 

〇藤後会長 

ありがとうございます。ＬＩＮＥの相談

であったり、もしご経験がある方がいれ

ば、よろしくお願いいたします。 

 

〇松森委員 

今年の４月からセーフティネットあだちを

運営させていただいております、株式会社キズ

キの松森です。よろしくお願いいたします。 

メタバースに関しては、弊社の方では、宮城

県や京都府で、ひきこもりの方々を対象とした

事業を実施しております。メタバースについて

は、受託した当初から福祉まるごと相談課さん

からもお話をいただいておりましたので、ここ

では今後「未整備」というのは「やらない」の

ではなく、今後導入について検討していくとい

うことで語弊はないと思います。 

宮城県の方ではメタバース事業の立ち上げ

から関わっておりますが、やはり気軽さ、相談

などの話でも、「何でも話していいんだ」と思

ってもらう。ただ、物理的にどこかへ行かなく

てはいけないとなると、それだけでハードルが

上がってしまう中、私どものメタバース空間は、

入るときにセキュリティの確認はしますが、本

人たちは勿論本名は名乗らないニックネーム

の状態で、画面には本人の顔は映らないけど顔

を自由に選べる、声を出したくなければチャッ

トでお話しする。という形なので、まず利用開

始したときには、本人は画面に映らずに動物の

アイコンの形で出たりして、声も出したくない

なら「こんにちは」とタイピングしてもらう形、

そこから、本人の方からちょっと話始めたり、

はじめは本人でなくても、職員が「ちょっと私

が描いた絵を見てくださいね」というやりとり

から画面を使い出したり、時間は少しかかるケ

ースは多いですが、そうしたメタバース空間の

利用から、対面の居場所利用につながっていく

ことも多いです。 

 

〇藤後会長 

ありがとうございました。皆さんいかがでし

ょうか。 

 

〇長谷川副会長 

足立区もメタバース事業をやるんですね。 

 

〇事務局（大北福祉まるごと相談課長） 

事務局です。来年度の予算のことなので、こ

の段階でやりますとは言えないですが、具体化

に向けて話を進めているところです。ただ、２

４時間ずっとというのは難しいと思うので、月

数回、この日のこの時間に開ける、というやり

方で検討しております。 

 

〇松森委員 

今私どもがメタバース事業を実施している

宮城県、京都府では、メタバース空間の中の安

全性を保つ必要性があるので、私たちが現在使

用しているシステムは個室のようなものを作

ったりも出来ますが、フリースペース空間だと、

利用者様だけの空間も発生してしまいます。フ

リースペースの中でも、利用者が多ければ多い

ほど、スタッフをしっかり配置しなければいけ

ないため、現時点では時間を決めて週１回くら
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いの開設になっています。ただ、メタバースの

方で相談なども、ちょっとお話ししましょうと

いう形で行ったり、私達だけでなく関係機関の

方にも入っていただいたりして進めています。 

 

〇藤後会長 

ありがとうございます。具体的なイメージが

分かりましたし、メタバースの中の安全性とい

うところも、すごく大切な問題だと思います。 

 

〇内野委員 

医療法人財団厚生協会 あだち若者サポー

トテラスＳＯＤＡ 室長の内野と申します。よ

ろしくお願いします。 

私たちの相談窓口は、足立区からの委託をい

ただいておりまして、ＬＩＮＥの運用を続けて

おります。具体的には、ＬＩＮＥで相談を受け

ているのではなく、ＬＩＮＥを相談の入口とし

て、受付として利用しております。実際に来所

に至る方は、多くはまずＬＩＮＥによる問い合

わせがあり、日程の調整をして、という運用を

しております。運用時間は窓口の営業時間と同

じにしておりまして、営業時間外に来たものは

翌日の営業時間に回すという運用をしており

ます。 

私たちの窓口は、若者を対象にしているとい

うこともありますが、実際に相談にいらっしゃ

る方の最初のコンタクトは、恐らく９割以上が

ＬＩＮＥで、直接窓口にいらっしゃって予約を

取るとかお電話で予約を取られる方というの

はかなり稀な形になっています。そうした事例

からも、ＬＩＮＥが受付として機能するだけで

も、アクセスが非常にスムーズに済むというこ

とが予測されると思います。一方で、足立区の

規定としてＬＩＮＥでの個人情報のやり取り

はできないということがありまして、予約の面

でスムーズにいかない部分もあるので、運用方

針の見直しなどご検討いただけるとありがた

いです。 

 

〇藤後会長 

ありがとうございます。時間も限られており

ますので、もし他にアイデアや、他の自治体で

こういったこともあるよ、という場合は、情報

共有をさせていただきたいと思いますが、いか

がでしょうか。 

 

〇深谷委員 

メタバースについては、可能性の一つとして、

かなり先の話なんですが、疑似体験ができると

いうのがあります。当会でも検討して様々な事

情で具体的な実現までは行ってないのですが。

例えば、「将来親元から離れて家を借りたい」

という漠然とした気持ちを持っていても、じゃ

あ不動産屋さんに行って家を借りるために具

体的にどういう交渉をするのか、具体的にどん

な手続きが必要なのか。また、そこにかかる諸

費用のこととか、幾つもハードルが生じます。

「家を借りたい」という漠然とした気持ちを具

体化するための一つ一つというところが、実際

に不動産屋さんに行って話を聞けるわけでも

ない、借りるか借りないかわからないけれども

将来のために知っておきたい、といったときに、

意外とメタバースの、先ほど松森委員も仰って

ましたが個別というところで疑似体験をする

ことができる。本人がひきこもっていても、漠

然と考えていたことがメタバースの場で、「実

は家を借りるときはこういう手続きがあって、

では不動産屋さんに行った時のためにシミュ

レーションをしてみましょうか。」という可能

性があります。このようにして世界が広がって

いくことが一つのきっかけづくりみたいにも

なるので、メタバースはこれだけではないと思

いますが、ものすごく広がる可能性を持ってい

ると思うんです。この疑似体験を現実にやる際

には、ある程度の支援は必要になってくるんで
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すけど、そこも上手く組み合わせながら、今後

検討していただければいいのかなと考えてお

ります。 

 

〇藤後会長 

ありがとうございます。面白いですね。疑似

体験、練習というか、そこでイメージが浮かび

ますよね。他に何かございますか。 

 

〇千ヶ崎委員 

福祉部長千ヶ崎です。所管している部長でご

ざいます。事務局の意見と近くなってしまうの

ですが、この後、検討の部会が下部組織として

あります。そこでもう少し具体的な内容を揉ん

でいきたいと思います。そのうえで、皆様から

ポイントとなる点、例えば相談なら役所として

こことここに気をつけなければいけない、とい

ったご意見を本日ヒントとしていただければ

非常にありがたいなと思います。ですので、居

場所もそうですし情報発信についても、キーワ

ードになるところ、皆様の経験上ここが重要に

なるところを言っていただければありがたい

なと思います。以上です。よろしくお願いしま

す。 

 

〇藤後会長 

どうぞよろしくお願いします。 

 

〇上田委員 

全てのキーワードは、「匿名性」ですね。次

に、「予約不要」ということです。予約をして

何で問題になるかというと、当日行けなくなる

ことです。たくさんのご家族やご本人が、約束

が守れなくてどれだけ潰されそうな思いで予

約を断っているか。これは親御さんたちみんな

経験していますね。「うちの子がすみません、

約束の時間に行けなくて。」そういうことを無

くしていただきたい。それが「予約不要」です。 

あと３つ目は、「何度でも」をキーワードに

したいと思います。「何度でも」お話ができま

す、あなたのタイミングで。何度でも相談が出

来る。「相談」というのも、「お話し」という

言葉に変えている自治体も幾つかあって、上手

く結びついていますね。 

 

〇千ヶ崎委員 

あまり「相談」という風に掲げるよりも、

「お話し」の方がご家族やご本人は話しやす

いということですね。 

 

〇上田委員 

そうですね。あと、「一緒に考えましょう」

とか。そういう形がよろしいかと思います。ど

うしても「相談」だと、上から専門家が話を聞

くみたいな、そうなると上手く話せる自信がな

いというところもあります。 

 

〇河野委員 

青少年自立援助センターの河野です。情報発

信の部分になってくるんですけど、社会参加の

支援もそうですが、具体的にどのようなことを

やってるかイメージしやすいような発信、あと

どうしても地域にこだわってしまうと社会資

源が少なくなってしまうので、広域連携の部分、

東京都は「社会参加応援事業」というものを長

年実施してますので、そういう団体さんとうま

く連動できる体制っていうのが、すごく大事に

なってくるかなと思います。 

あと、なかなかホームページ見ているだけで

はわからないところがあるので、セミナーとか、

家族向けもそうかもしれないですし、当事者向

けでもそうですけど、具体的にそこを経験して

自立を果たしていったような方の、当事者の方

の意見をぜひ発信していけるような形にして

いただきたいなと思います。 

今現在ひきこもり状況の方の声を発信する
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っていうことも大切だと思いますし、何かしら

足掛かりにして、次につながっていった方、途

中で色々な関わりで気持ちも変化することも

出てくると思いますし、その辺が後々当事者に

とって希望であったり、ご家族にとっての希望

につながることになってくると思います。そう

いう視点をもっと入れていただけるとありが

たいなと思いました。 

 

〇藤後教授 

ありがとうございました。貴重なご意見です

ね。ほかに何かいかがでしょうか。 

 

〇長谷川副会長 

今、河野委員がおっしゃった、地元の自治体

ではない方が色々と参加しやすいという話が

前半に出たと思いますが、今足立区がやってい

る相談や居場所事業というのは、足立区在住や

在勤に関係なく、来られたらどうぞ、という形

で運営しているという理解でよろしいでしょ

うか。 

 

〇事務局（大北福祉まるごと相談課長） 

はい、大丈夫です。今も居場所事業で葛飾区

在住の方が１人いらっしゃいます。住所が区境

なので足立区の方が近いというのもあるかも

しれませんが。 

 

〇長谷川副区長 

地元よりも来やすいというところもあるか

もしれませんね。 

 

〇事務局（大北福祉まるごと相談課長） 

はい。足立区を居場所として利用していただ

いております。 

 

〇河野委員 

本当は、相互で乗り入れできるようになると、

自治体間で連携が図れるといいのかなと思い

ますね。やっぱり知っている顔に会いたくない

というのは当然あると思うので。居場所にして

も同じかと思います。 

 

〇藤後会長 

ありがとうございます。ほかに何かありま

すでしょうか。 

 

〇深谷委員 

今の河野委員のお話と共通するかもしれま

せんが、居場所についてのキーワードで重要な

のは「柔軟性」だと思っています。 

居場所事業のメニューは、主催者側や世話人

側が提案することが多いと思いますが、来てい

ただいた方が「今度こんなことをやってみたい」

となったときに、どれだけプログラムに反映さ

れるのか。或いは、４０歳以上の方々で、ある

程度年齢が高い方を中心に、そういう日が欲し

いという声があった場合に、その日を設けられ

るか。ひきこもり年数が長期の方だけがいいと

か、中にはＬＧＢＴの方だったりとか、やはり

色々な方の意向に、どれだけ柔軟に対応できる

かという視点も大事にしていただきたいと思

います。 

すごく難しいところではあるのですが、ご本

人にしてみれば、いい悪いは別にして、家にい

ることを選択しているのがひきこもりですけ

れども、居場所に来るということは、家にひき

こもっている以上に自分に何かいいものがあ

るから行く、というところがあると思います。

では自分にいいものは何か、となった時に、自

分に合った現実というものを実現化すること

も一つですし、こういうものだったらもっと行

きやすいのにな、というものがすぐに反映され

るということも、ひきこもっている当事者にと

っては結構嬉しいことだったりもします。です

ので、色々な制限はあるかと思いますが、どれ
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だけ柔軟に利用者のニーズをくみ取れるかと

いうことが、居場所を維持していく意味でも、

また居場所を拡げていくという意味でも重要

なポイントだと思っております。 

 

〇藤後教授 

ありがとうございます。 

 

〇事務局（大北福祉まるごと相談課長） 

ありがとうございます。あとで松森委員

にも補足をお願いしますが、今回セーフテ

ィネットあだちの居場所イベントで、縁日

をテーマに行った際にも、居場所に来てい

ただいている女性が少しイラストを手伝っ

て書いてくれたりですとか、自分が作った

ものが、居場所イベントでゲームに使われ

たりとか、ちょっと柔軟性とは違うかもし

れませんが、セーフティネットあだちでい

ろいろ工夫して行っていただいています。

それがきっかけで他の人と同じ居場所に始

めて来てくれて、時間も４０分くらい何と

か頑張って滞在してくれたという女性の方

なんですが、人数こそ少ないですが自分が

作ったものが別の誰かが使っていたり、交

換日記なんかもしていただき、自分が残し

たものを誰かが見てくれている、そういっ

たところからやっていただいていますの

で、少しずつ居場所も柔軟性をもってやっ

ていければいいなと思っております。補足

があればお願いします。 

 

〇松森委員 

キズキの松森です。今お話に出た、４０分く

らい参加いただいた方は、実は家に帰ってお父

様お母様と、「４０分頑張ったね」と、ちょっ

と高価なプリンを買ってお祝いしたというこ

とを、翌日にお電話くださいました。 

今お話があった通り、そもそも現状は相談も

居場所も一部屋でやっていますが、思いのほか

皆さん最初から毎週１回来てくれる方が多く、

部屋が空いている時間を確保するのが最初は

難しいくらいでした。居場所イベントの最初の

実施が６月にずれこんだのですが、この時は

「交流会」ということを目的に開いたら、想定

外にすごく盛り上がって、参加した方から「次

はこのゲームがしたい」「話に聞いたことがあ

る、ネットでバズったこのゲームがしたい」と

いう声があったので、何となくボードゲームの

要素が定番化しています。 

なので、７月くらいから早速、今度は企画し

たりとか、準備したりするところも、経験を重

ねていただく目的で利用者の方々に声掛けを

して、その経験を増やしていただくということ

もしております。 

先程話に出た「女子会」も、利用者の方の中

から、「実は女子会というものを生まれて一度

もしたことがない。どんなものなのか」という

声があったため、今回はあえて「女子会」とい

うフレーズをそのまま使いました。ただし、チ

ラシは利用者全員に見える形で掲示していた

ので、男性でも興味を持った方は参加できる形

を取っていましたが、最終的にはこぢんまりと、

「スイーツを楽しむ女子会」という形で行いま

した。先ほど紹介いただいた女性の方は、これ

までは必ずお母様と一緒でないと来られない

という方でしたが、この女子会には一人で来て、

一人で参加されて、一人で無事にお帰りになっ

ています。 

 

〇深谷委員 

ありがとうございます。当会でも２０１９年

に居場所の実態調査を行ったのですが、居場所

に来る目的で最も多かったのは「参加者同士の

交流」なんです。就労とか相談というよりも、

参加者同士の交流を求めて来た、という回答が

一番多かったです。 
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そしてもう一つ居場所の効果として、相談窓

口に行って相談するのはものすごくハードル

が高いけれども、居場所だと何気なく会話の中

で気楽に相談できるという副次的な効果も見

られました。例えば、「最近うちの母親がすご

い物忘れが多くて」という言葉から広げて、実

はお母さんは軽度認知症だった、ということに

つながったりとか、そういう気楽に相談できる

場所という居場所の役割もあるかと思います。 

今の松森委員のお話も、参加者が主体性をも

って参加できるということが、どんどん広がっ

たらいいなと思います。ありがとうございまし

た。 

 

〇藤後会長 

ありがとうございます。参加者の方が安心し

て過ごせる場所を作っていただけたらと思い

ます。他にいかがでしょうか。 

 

〇上田委員 

先ほど長谷川副会長から江戸川区のお話が

ありましたが、私も江戸川区は注目しており

まして、「よりみち屋」という居場所があっ

て、ここはイベントカレンダーが９月、１０

月と載っているんですね。すごく理想的な、

先々の、「この時にゲームをやるんだ」「こ

の時はこれをやるんだ」という、タイミング

ってすぐには訪れないので、先の予定を想像

しながら、「こんなことがあるなら行ってみ

ようか」となるようなイベントスケジュール

を、セーフティネットあだちでも先々できれ

ばいいなと思います。 

 

〇藤後会長 

ありがとうございます。イベントはその後の

スケジュール、見通しも含めて楽しみも予定で

きると思いますので、もし可能であれば、ご検

討いただければと思います。 

 

〇松森委員 

ありがとうございます。今、暫定的に１部屋

で運営していて、今の登録者全員は一度に入り

きらないので、居場所イベントの周知は内部向

けのみの告知となっておりますが、新たな場所

に移転した際は、１か月～２か月前には掲示す

ることを予定しております。 

 

〇藤後会長 

ありがとうございます。では、そろそろよろ

しいでしょうか。皆様ご意見ありがとうござい

ました。今回頂きましたご意見を踏まえて、詳

細は部会にて具体的に検討していただけたら

と思います。部会にも所属している委員の方は

引き続きよろしくお願いいたします。 

つづきまして、「議事事項４ ひきこもり支

援リーフレットの構成について」事務局より説

明をお願いいたします。 

 

〇事務局（大北福祉まるごと相談課長） 

皆様貴重なご意見ありがとうございました。

今日は本当にまだ案の段階ではございますが、

リーフレットを何とか１２月までに形にした

いと、私の希望的意見ですが思っています。資

料８ページと、参考資料１としてお配りさせて

いただいている観音折りの「足立区×ひきこも

り支援」と書かれた資料について、まだ粗々の

案ではございますが、検討材料として見ていた

だければと思います。 

資料８ページの①の表で示しておりますが、

手に取りやすさを重視した、お配りした参考資

料１と同じＡ５版と、７０代８０代の親の方の

相談も増えていることから、同じ内容で文字が

大きいＡ４版も作って、両方で啓発含めて使っ

ていきたいと思っております。今日お示しして

いるのはＡ５版です。あまりページ数が多いと

手に取ってもらえなかったり、読みさすさや情
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報量もあるとは思いますが、観音折り８ページ

の形で考えております。 

掲載内容といたしましては、８ページの②で

５つ項目として出しておりますけれども、まず

は、ひきこもりのことを「知る」。病気ですと

かそういったところの偏見もございますので、

ひきこもりは状態像であるということの説明、

ひきこもることの心情や、生きづらさ、そうい

ったところを含めてお示しできればと思いま

す。自己否定の声であったり、二度とこういう

思いをしたくないという思いであったり、わか

ってはいるけど動けないんだといった心情を

含めて、東京都のリーフレットを参考にしなが

らお示ししたいと思っております。 

次に、「理解する」ということで、ひきこも

りを取り巻く状況、ひきこもりの方が推計でど

のくらいいて、きっかけはどういうことがきっ

かけで、平均してひきこもりの状態が何年続い

ていて、先ほど家族会からも１０年スパンで考

えているというお話もありましたが、そういっ

たところも目安に理解していただく。あとはど

ういった年齢層の方がいるか、ということも理

解する。 

次に「気づく」ということで、家族の中でＮ

Ｇの言葉であったり、大切にしたい接し方話し

方伝え方、そういったところのＮＧワードであ

ったりを気付いていただきたい。 

次に、別紙の資料３でお示ししておりますが、

先日９月１１日に足立区長と、足立ひきこもり

家族会の方々と対談形式でインタビュー取材

をさせていただきました。あだち広報に掲載す

るのですが、その中で出た言葉ですとか、そう

いったところを「声を聴く」という形でお示し

したいと考えております。 

最後に、どういったご案内があるかというと

ころで、セーフティネットあだちは勿論、福祉

まるごと相談課、足立ひきこもり家族会、もし

入れば東京都ひきこもりサポートネットも含

めて、ご案内につなげていければいいと思って

おります。 

今日お示ししている参考資料１は本当に参

考で、このページにこういう内容を載せてみよ

うかというところで、お示ししています。表紙

を開いていただくと、まずはひきこもりとはど

ういったことかを知るというところが見開き

で始まり、さらに広げると理解したり気づいた

り、セーフティネットあだちの案内や家族会の

インタビューの内容をお伝えできる資料と、一

番最後の裏表紙にはＱＲコード等を載せたご

案内、といった構成でＡ５版８ページに収めて、

見やすさ手に取りやすさというところで作っ

ていきたいと考えております。今日はまだ粗々

の案ではございますが、これから部会含めて検

討を重ねてまいりたいと思いますので、こちら

でお示しさせていただきます。事務局からは以

上です。 

 

〇藤後会長 

ありがとうございます。それでは、議事事項

４について委員の皆様からご意見をいただけ

ればと思います。支援だったり相談という言葉

を最初のページに載せていいのかどうかとい

うことも含めてぜひご意見をいただければと

思います。 

 

〇上田委員 

やはり広報物は、私も東京都のパンフレット

を作った時もそうなのですが、これを受け取っ

た方がどう思うのかを想像しながら考えたい

と思います。なぜなら、例えば東京都のパンフ

レットも、これを作る前に、最低２０人のご家

族にコメントをいただいています。私は何かを

作るうえで当事者、ご本人・ご家族など、使っ

ていただく方の目に触れていただきたい。とて

も時間はかかるかもしれないけれども、それを

手に取った人たちが落ち込まない、落ち込むと
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いうのは、言葉って自分が内面では言っている

んですね。 

「ひきこもりは病気」、例えば折り返しの「知

る①」のところ「ひきこもりは自己責任、甘え、

怠けている」。確かにこれは「ひきこもりをこ

んな風に考えていませんか？」に対しての箇条

書きなのですが、この言葉を見ただけでも自分

で自分を責めてしまうんですね。だから言葉は

とても重要で、ニュースとか新聞とか「見られ

ない」という方もいます。そのくらい情報って、

キャッチするにもエネルギーが必要ですので、

本当に文言は慎重に丁寧に選んでいきたいし、

足立ひきこもり家族会でもぜひ皆さんに読ん

でいただいて検討時間をいただけたらいいな

と考えております。 

 

〇藤後会長 

ありがとうございます。他にいかがでしょ

うか。 

 

〇上田委員 

落ち込まないように、というのは、ちょっと

ホッとできるような情報も得られたらいいな

と思います。相談には行けないけれども、この

リーフレットを手にしたことによって、いつか

行きたいなとか、それこそ冷蔵庫に貼ってある

一枚の紙によって訪れる、それが１年後、２年

後、３年後かもしれないけど、そういうリーフ

レットになればいいなと思います。ホッとでき

るのは自分の家だけじゃないんだ、いつでも自

分のタイミングで行けるんだというのを、補足

しました。 

 

〇藤後会長 

はい、ありがとうございます。 

 

〇伊東委員 

あだち未来支援室長の伊東と申します。私が

こういうことを聞くのも何なのですが、このリ

ーフレットはターゲット・対象者が誰なのか、

ちょっとわからなかった。表紙が「聴かせてく

ださい。あなたの思いも、生きづらさも」とい

うことで当事者向けなのかと思うと、中を開く

と「ひきこもりってこういうことなんです」と

なっていて一般向けの内容になっているよう

な気がするのですが、そもそもこのリーフレッ

トはどなたに向けたいと思っていますか。 

 

〇事務局（大北福祉まるごと相談課長） 

わがままを承知で言うと、本人にも届けたい

し家族にも届けたい、支援に携わる方々にも知

ってもらいたい、職員も知らないといけないと

いうのもあって、全世代のひきこもり支援と言

っているので、世代にかかわらず刺さりたいな

と思っています。 

 

〇伊東委員 

それならば、上田委員もおっしゃったように、

言葉には気を付けなければいけなくて、これを

当事者の方が手に取って、何か縋ろうと考えた

ときに、よくよく見ると自分が対象ではない、

自分向けではなかったということで、おそらく

ショックを感じる部分もあるのかと思います。

複数作るかどうかというのは検討材料かと思

いますが、少なくとも当事者の方々へのメッセ

ージというものと、広く知らしめたいというと

ころは、分離して考えたほうがいいのかなと私

は思います。ご検討いただければと思います。 

 

〇藤後会長 

ありがとうございます。勝田委員。 

 

〇勝田委員 

私も同じ意見です。 

 

〇定野委員 
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参考になるかどうかわかりませんけれども、

私が足立区にいたときに「不登校支援ガイドブ

ック」って作って大笑いされたことがありまし

た。今は「登校支援ガイド」となっていますが、

あれは、不登校になるのはどの方にも起こりう

ることなんだよ、ということを、今不登校状態

にない方にも知らせるということで、学年を決

めて全児童・生徒に配っているんですね。なの

で、そういうチャレンジも一つあるのかなと思

うんです。ひきこもりの方の支援ももちろん重

要だと思いますが、その予備軍といいますか、

その前の段階の方々にも届くようにしてほし

いなと思います。 

 

〇藤後会長 

ありがとうございます。他に何かございます

でしょうか。 

 

〇深谷委員 

私はＫＨＪで、実はきょうだいにひきこもり

がいる方の相談支援をやっているのですが、こ

ういった広報物を見るときに「家族」と書いて

あると、きょうだいも入るんだろうなと思うか

もしれませんけど、意外と実際のきょうだいの

方は、自分たちの事が言われているとは思わな

いんですよ。というのも、他の自治体では、親

御さんの相談は受けるけど、別居しているきょ

うだいの方の相談は受けないとか、親を呼んで

きて欲しいと言われて、きょうだいの支援その

ものが全く外されている経験をしている方も

いて、「家族」の中に「兄弟姉妹の方にも」、

という文言をどこかに含めていただければい

いかなと思います。 

特に８０５０問題を見据えて、親が動けなく

てきょうだいが相談に来るケースが非常に増

えています。親の後にきょうだいが支えても、

支えきれなくなってしまうケースが当会でも

増えてきていて、なおかつきょうだいの方は、

当会のデータでは８割は別居しているので、本

当の意味でひきこもりの家庭のことがわから

ない。でも心配だから、親も動かないから、だ

から相談に来るんだ、でも相談先で断られちゃ

うんだ、という現実があって、そういったとこ

ろできょうだいの方でも相談に来られるんだ

というのを、どこかにエッセンスとしてリーフ

レットに反映していただければと思っており

ます。 

 

〇藤後会長 

貴重なご意見ありがとうございます。事務局、

どうぞ。 

 

〇事務局（大北福祉まるごと相談課長） 

ありがとうございます。確かに資料１２ペー

ジの相談延べ件数の表でもお示ししておりま

すが、やはり４～８月までの相談件数を見ても、

合計延べ件数１５３件の内、きょうだいからの

相談が７件というところで、まだまだ情報が届

いていなかったり、保護者の方からの相談が多

いという実態があるので、きょうだいでも相談

できる、話していいんだというところを含めて、

それがわかるように言葉を含めて入れていき

たいと思います。ありがとうございます。 

 

〇藤後会長 

はい、他にございますでしょうか。 

 

〇中村委員 

リーフレットの見本を見まして、私も行政の

統計とかすごく気になって、伝えたいこともわ

かります。であれば、このリーフレットも文字

が多いので、字は少し削ったうえで、ＱＲコー

ドとかを入れて、どうしても伝えたいものはそ

こから飛ばしてもらって、やはりご本人・ご家

族・ごきょうだいが必要としている居場所の情

報であったりとか、相談する窓口こととか、そ
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こへ行ってみようかなと思わせるような作り

にしないと、意味がないのではないかと思いま

した。 

欲を言えば、いくつかバージョンがあったほ

うがいいのかなとは思いますが、まず最初に作

るものがご本人に届けたいのであれば、ご本人

を中心に、ちょっと小難しい情報はホームペー

ジに飛ばした方が素直かなという風に思いま

したので、その辺は中でご検討いただければと

思いました。 

 

〇藤後会長 

ありがとうございました。他にいかがでしょ

うか。 

 

〇長谷川副会長 

私、定期入れの中にいろいろなカードが入っ

ているのですが、もし相談につなげるのであれ

ば、一つは自殺の関係の「誰にも話せないこと

がある、話せない場所がある」ということで裏

にＱＲコードが入っているんです。こっちは東

京大学ハラスメント相談所で「そろそろハラス

メントですよ」と、こういうカードがというの

もありかと思います。もし相談につなげたいの

なら、中々リーフレットって取るのが大変だし、

先日児童館に孫を連れて行ったら、トイレのと

ころに子どもの虐待についてのカードが置い

てありました。こういうのであれば取りやすい

けど、リーフレットは字もたくさん書いてある

し、こういうカードも一つ、相談の窓口を知ら

せるのであれば、設置例もたくさんあるので研

究してもいいのかなと思います。 

 

〇藤後会長 

はい、ありがとうございます。 

 

〇定野委員 

もうひとついいですか。中身はこれから精査

されると思いますが、「不登校からそのままひ

きこもりになる人が大半」というのは、きちん

とエビデンスを出していかないと、私の記憶で

内閣府のデータでは不登校からひきこもりに

なった方は２割とかそういう数字になってい

たかと思います。怠慢という言い方はどうなん

だとか、あるいは企業に入ったけどそこで色々

なことがあって、例えばパワーハラスメントと

かあってひきこもりになったとか、そういうこ

ともやっぱりきちんと見ていかなければいけ

ないと思います。 

 

〇長谷川副会長 

そうですね。偏見をなくそうと思っているの

に、更に偏見を大きくしてしまう書き方になっ

てしまっているという感じがします。 

 

〇藤後会長 

今の発言は本当に大切で、「不登校イコール

ひきこもり」では絶対ないというところを含め

て、是非エビデンスをもとにお示しいただけれ

ばと思います。では、皆様ご意見ありがとうご

ざいました。後ほど、全体の意見交換の場を少

し設けておりますので、議事事項につきまして

はここまでとさせていただきたいと思います。 

 

３ 報告事項 

〇藤後会長 

では、続きまして報告事項に移りたいと思い

ます。まず「（１）あだち広報１１月１０日号 

ひきこもり支援特集記事について」事務局から

ご報告をお願いします。 

 

〇事務局（白水ひきこもり支援担当係長） 

資料の９ページと、参考資料２をご覧くださ

い。先ほどのリーフレットの話と重なるところ

もありますが、あだち広報１１月１０日号でひ

きこもり支援特集記事を掲載することで話を
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進めております。 

広報は全区民が対象ということで、イメージ

としては、表紙の方でひきこもりに対する様々

な偏見・誤解などがあるので、それらを羅列し

ていって、「でもそうじゃないんです」という

ことで中面につないでいく、ということで考え

ております。それを報道広報課の方でラフなイ

メージとして作成したものが参考資料２にな

ります。 

まず表紙で、例示ということでそのまま掲載

されるわけではないですが、様々な偏見があり

ます、という表紙があり、めくって中面に行く

と、まず「ひきこもりとは」と説明が入ります。

表紙にある偏見に対して、「そうではないんで

すよ、実はこういうことなんですよ」というア

ンサーという形で記事を載せていく。 

また、先日家族会と区長で対談形式のインタ

ビューを行いましたので、対談の中身をメイン

として、ひきこもりへの偏見を解くような話で

すとか、あとはセーフティネットあだちや、福

祉まるごと相談課ではこういう事をやってま

すよという紹介をあわせて掲載できれば、と考

えております。 

基本的な考え方４番に、「偏見や固定観念を

なくして、支援につなげていく」とありますの

で、それに沿った形で支援につなげていければ

と考えております。また、家族会のインタビュ

ーの要旨を参考資料３にまとめましたので、こ

ちらは後ほどご覧いただければと思います。 

 

〇藤後会長 

ありがとうございます。こちらの報告事項で

ございますが、区の基本的な考え方にもありま

す「理解の輪を広げる」の大切な部分ですので、

是非ご意見をいただけたらと思います。参考資

料２の広報はイメージだけですよね。 

 

〇事務局（大北福祉まるごと相談課長） 

はい、本当にイメージだけです。表紙から見

開きまで、広報はこんな感じで考えているとい

うラフ案です。 

 

〇藤後会長 

こういうものは避けてください、というので

もいいので、広報の１面というかなり大きなイ

ンパクトを与えてしまうと思いますので、是非

ご意見をいただければと思います。 

 

〇上田委員 

まず第１面、画期的な広報で本当にありがた

く思っております。「ひきこもりのことを知っ

てください」この文だけでも、ひきこもりにつ

いて知ってもらいたい、偏見というのは知って

もらっていないところから出てきますので。 

ただ、その後ろにある言葉がちょっと突き刺

さるんですね、どうしても。これは当事者の団

体として長年やっていると、苦しんでいる人ほ

ど、自分で自分を責めてしまうご家族にとって

は、ご本人にとっても突き刺さるのかなと思い

した。 

「部屋から一歩も出ないんだから」という言

葉もですね。表紙の言葉は、何か希望を感じさ

せるものはないかなと思っていて、「あなただ

けじゃない」とか「一人じゃないですよ」とか

「一緒に考えていきませんか」とか、そのよう

な言葉がいいのではないかなと思いました。 

中面の方は、まさに家族会の皆さんの思いに

ついて触れているところで、多分写真が載ると

思いますので、家族の顔が見える、家族の方が

顔を出すのはとても勇気がいることなので、そ

のことで潜在的に苦しんでいる家族の方がつ

ながっていけるといいと思います。下に、セー

フティネットあだちが支援します、ご相談はお

気軽に、というところで、ここはいいなと思っ

たのが、顔が見えるというのはとても大事だと

思っています。ここに福祉まるごと相談課の皆
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さんの写真が載るのかなとか、セーフティネッ

トあだちの居場所の風景写真が載るのかな等、

お写真があると親近感がわくと、そんなことを

思いました。 

 

〇藤後会長 

ラフ案の写真は笑顔の写真で、いいですね。 

 

〇事務局（大北福祉まるごと相談課長） 

広報を見て少しでも相談につながるのであ

れば、という思いもありますので、実際の原稿

を見て広報部門とも相談して、少しでもつなが

りやすさに寄与するのであれば、検討したいと

思います。 

 

〇長谷川副会長 

先ほど上田委員が仰ったように、やはり当事

者に聞かないと、私たちが考えたことが、偏見

を無くそうと思って書いたものが逆に偏見を

増強してしまうような形で当事者の方に伝わ

ってしまうということになると、中々私たちの

感覚だけでこの紙面を作ろうというのは非常

に逆効果になってしまうから、早めに原稿を起

こして、ラフの段階から、皆さんを通して当事

者の方に意見を聞いた方がいいのではないか

と思います。発行１か月くらい前から広報部門

は動いていくから、早めに固まる前から相談し

た方がいいかなという感じがしました。 

 

〇事務局（大北福祉まるごと相談課長） 

ありがとうございます。早速明日報道広報課

に連絡を入れたうえで動けるようにします。 

 

〇工藤委員 

私もよくわからないのですが、江戸川区のホ

ームページを見ると、ひきこもりから回復した

人の明るい写真が載っています。自分はこうや

って回復しました、と。むしろこういう明るい

イメージで出すというのも一つかなと思うの

で、今長谷川委員が仰ったとおり、こういうこ

とによって自分は元気に生きているよ、と見せ

る方がいいのか、そういうのは早い段階で相談

した方がいいと思いました。 

 

〇藤後会長 

ありがとうございました。他にいかがですか。

傷つけることは絶対にやめていただきたいと

思っているので、よろしくお願いします。事務

局の方で、他に聞いていただきたい、確認して

おきたいということはありますか。 

 

〇事務局（大北福祉まるごと相談課長） 

ご意見ありがとうございます。もともと「皆

さんこういう考えを持っていませんか？」の表

紙をイメージしたところ、「あなたの心の中に

もこういった思いがありますよね？」と問いか

けをするような紙面の構成が、この案のきっか

けでした。その中で、言葉としてはつらいもの

があって、奇麗なものではないですが、職員も

含めて、ひきこもりについてこう思ってますよ

ね、で中身を開いたらアンサーとして、ご本人

やご家族は日々こういう生きづらさ・思いを抱

えて今も暮らしているし、そんなところを問い

かけになるような紙面を考えてたところでし

たが、今日いただいたご意見も踏まえて、報道

広報課と早急に修正して、ＫＨＪ、家族会含め

て内容を見ていただければと思いますので、よ

ろしくお願いします。 

 

〇藤後会長 

ありがとうございます。他にいかがですか。 

 

〇上田委員 

この広報が、家から外に出させるものになら

ないで頂きたいと思います。本当にこの「部屋

から一歩も出ない」とか「体調が悪いから外出
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しないのね」とか、無意識にこの言葉を選ぶこ

とで、無意識の期待というか、「こうさせよう

としているんだろう」と読んでしまうんですね。

ここは先ほど深谷委員が仰った「させようとし

ている」、あだち広報が何かをさせようとする

ものにならないといいなと思います。寄り添う、

寄り添っていただく広報になるといいと思っ

ています。つらかったり、外に出たくても出る

ことが出来ないから苦しいわけです。それが出

来なくて苦しい中で、ひきこもりのことを知っ

てください、というものになればいいと思いま

す。 

 

〇藤後会長 

ありがとうございます。そろそろ時間の制限

もありますが、他によろしいですか。では、こ

ちらにつきましてはこれで締めさせていただ

きます。続きまして報告事項の２と３につきま

して、事務局から一括でお願いします。 

 

〇事務局（白水ひきこもり支援担当係長） 

それでは資料の１０ページをご覧ください。

まず、「（２）足立ひきこもり家族会主催 特

別講演会」についてです。９月１４日（土）に

学びピア２１において、講演会が行われました。

本日ご出席の上田委員と内野委員がそれぞれ

第１部、第２部の講師を務められ、３５名の方

のご参加を頂きました。終了後も、一部の参加

者の方に残っていただき、貴重なご意見をお聴

きする機会もございました。また、ご参加いた

だいた方の中から、家族会に参加したいという

声もあったと伺っておりますので、少しでもご

支援につながったかと思っております。 

また、「（３）区主催のひきこもり支援セミ

ナーについて」ですが、まだ内容はほとんど決

まっておりませんが、来年の２月上旬に行いた

いと考えております。こちらにつきましては、

今後の支援検討部会でアイデアを頂戴しなが

ら進めていきたいと考えております。こうした

セミナーを通じて、少しでも多くの方に支援が

届くように頑張ってまいりたいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。事務局からの

説明は以上です。 

 

〇藤後会長 

ありがとうございます。時間がありませんけ

れども、ぜひ一言、講演会がどういう様子だっ

たかお聞かせいただければと思うのですが、よ

ろしいですか。 

 

〇内野委員 

内野です。このたび貴重な機会をいただきあ

りがとうございました。私の方では、精神的な

不調に関して、ひきこもり自体は状態像という

ことで病名ではないし病気でもないのですが、

ひきこもりは長期化すればするほど精神的な

不調が重なるということもありますので、その

あたりについて一般的な理解や対応方法につ

いてお話させていただきました。 

 

〇上田委員 

終わった後に残っていただいた方、アンケー

トを書いていただいた方、レジュメの最後に載

せたメールアドレスに個別で連絡をくださっ

たお母様もいて、「今まで色々な所に相談に回

ったけれども落ち込んで帰ってきてしまった」

というお声があったんですね。何故かというと、

ＫＨＪの調査でひきこもりの平均期間が１０

年近いという結果が出ていますが、ひきこもり

期間の長さとか、小さな頃からの生きづらさが

継続していますので、そのお母様が小さな頃か

ら２０年お子さんと寄り添う中で、「ああ、相

談してよかった」「この人だったら話せるな」

とか、そういうお声を今回の講演会を通じて聞

かせていただいて、改めてひきこもりというの

はその人の人生の中で生きるということを考
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えていく。ひきこもりから脱するということで

はなくて、私も経験談をお話しさせていただき

ましたが、小さな頃から生きづらさの中で動け

なくなったり、学校に行けなくなったり会社に

行けなくなったり、色々な時間の中でひきこも

りがありますので、そういうところをこれから

も伝えていきたいし、つながっていきたいと思

いました。以上です。 

 

４ 意見交換 

〇藤後会長 

貴重なご報告、ありがとうございました。そ

れでは、意見交換会に移りますけれども、議事

事項や報告事項の中でしっかりと意見交換が

できたと思っております。もし何か言い足りな

い事であったり、ここはぜひ共有しておきたい

という事があれば、ご発言をお願いいたします。 

 

〇伊東委員 

情報発信のところでご意見いただければと思

いますが、先日私のところで足立区子ども計画

の審議会をやっているもので、支援が必要だと

される方には、そういった方々ほど情報が届か

ない、というご意見がありました。私たち行政

にとって永遠の課題ではあるのですが、ひきこ

もりも子どもの貧困対策も底に通じているの

は似たようなところがあると思っています。そ

ういった方々に情報に触れてもらうための、琴

線に触れるような情報の届け方とか、キラーフ

レーズのようなものがあるのかわかりません

が、何かヒントが頂けたらと思っているのです

が、ご意見をいただけたら幸いです。 

 

〇藤後会長 

皆様、何かご提案がございましたら、よろし

くお願いします。 

 

〇上田委員 

豊島区の例ですが、全戸配布の広報紙の１面

に、フレーズをとても工夫していまして、「あ

なたの生き方を応援します」をメインにして、

そこにひきこもり、生きづらさ、という言葉を

並列して使っています。これは、ご本人に届け

る、実際は４０代５０代の本人の相談が増えた

んですね。 

あとは色使いもそうですけど、女性の相談が

非常に増えたという結果が出ましたが、ピンク

色の穏やかな、柔らかい色彩を使ったりとかで

すね。少しでも届くイメージとして検討してい

ただけると、明るいというよりも柔らかいイメ

ージがいいなと思っています。ＳＯＤＡさんも

柔らかいというイメージがありますけれども、

エネルギーが低い人は、そういう方がキャッチ

しやすいですね。 

 

〇藤後会長 

ありがとうございます。トーンであったり、

柔らかい色彩であったり、そういうこともぜひ

ご検討いただければと思います。ほかに、ぜひ

聞いておきたいこということがあれば、お願い

します。よろしいでしょうか。 

では、皆様ご意見ありがとうございました。

今回頂いたご意見を事務局の方で取りまとめ

ていただいて、部会での検討を踏まえて、今後

のひきこもり支援に活かしていただければと

思います。 

 

５ 今後のスケジュール 

〇藤後会長 

それでは次第の「５ 今後のスケジュールに

ついて」事務局よりお願いいたします。 

 

〇事務局（白水ひきこもり支援担当係長） 

１１ページをご覧ください。まず、今後の予

定ですが、表の一番下、第３回目のひきこもり

支援協議会を２月２６日（水）に本日と同じ会
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場・同じ時間で行いたいと思いますのでよろし

くお願いいたします。その前に部会を、１１月

と１月の２回開催予定で、日程は現在調整中で

す。こちらで内容をよく検討しまして、次回の

協議会にお諮りしたいと思っております。 

また、下の囲みの部分にもありますが、セー

フティネットあだちは現在暫定場所での支援

となっておりますが、支援場所の移転準備を進

めております。来年度４月当初から新しい場所

で出来るように準備を進めております。詳細な

場所等の情報を皆様にご報告できる際には、詳

細をお伝えしたいと思います。 

最後に事務的な話ですが、謝礼をお支払いす

る委員の皆様には、事前に口座振替依頼書を開

催案内に添付しておりますので、後ほど白水宛

にご提出をお願いします。また本日お車でお越

しの方は、駐車券がございますので、事務局ま

でお申しつけください。事務連絡、今後のスケ

ジュールについては以上です。 

 

〇藤後会長 

はい、皆様ありがとうございました。以上で、

本日予定しておりました協議会の内容が終了

いたしましたので、進行を事務局にお戻しいた

します。 

 

６ 閉会 

〇事務局（大北福祉まるごと相談課長） 

皆様、長時間にわたりありがとうございまし

た。事務連絡もさせていただきましたので、こ

のまま閉会に移らせていただきます。閉会は、

副会長の長谷川副区長にお願いします。 

 

〇長谷川副会長 

皆様どうもお疲れ様でした。今日いろいろお

話を伺って、改めて現状の理解、先ほど上田委

員も仰いましたが私たちが現状を理解してい

くことが必要だなと改めて思いました。「させ

ようとしている」とか、「支援という言葉自体

も上からじゃないか？」と言われるとハッとす

る部分もありました。ですから現状の理解を、

石川委員も仰いましたけれども民生委員の

方々や、区ではケースワーカーや子ども関連の

職員など関連の部署で、皆さんが現状を理解す

ることが大事であると思います。 

実は自殺対策を足立区では１０年以上前か

らＮＰＯ法人ライフリンクとずっと一緒にや

ってきて、ゲートキーパー研修を受講して、自

殺する方は４、５個の課題を抱えていることな

ど自殺対策について一定の理解を得て、相談に

来たときは「つなぐシート」に書いてつないで

いきましょうね、という仕組みが出来てきまし

た。ひきこもりについては、伝えようと思った

ことが逆に偏見を増強してしまうということ

があったりもしたので、やはり現状を理解して

いくということが大事だなと思いました。 

去年から１年間、私も協議会の立ち上げに関

わらせていただきましたが、今年は何をするか

具体的に決めていきましょう、予算もどんどん

付けましょうと言ってきました。まさにこれか

ら来年度の予算編成になりますけれども、メタ

バースとか色々できることはどんどん具体的

なことをやっていって、ひきこもりについて足

立区としても取り組んでいくと区長も決意し

ましたので、ぜひまたこの協議会で皆さんと具

体的な議論が出来たらと思います。本日はどう

もありがとうございました。 

 

〇事務局（大北福祉まるごと相談課長） 

ありがとうございました。では、以上をもち

まして、令和６年度第２回足立区ひきこもり支

援協議会を閉会といたします。委員の皆様、本

日は長時間にわたりありがとうございました。 

 

 


